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「
右
文
尚
武
」
の
理
想
を
求
め
て

楠
目

博
之
（
五
一
回
）

三

月

二

十

日

甲

子

園

球

場

で

誇

ら

し

げ

に

入

場

行

進

す

る

子

ど

も

た

ち

の

姿

を

見

て

、

「

よ

く

ぞ

こ

の

場

所

に

も

う

一

度

帰

っ

て

く

る

こ

と

が

で

き

た

」

と

い

う

感

慨

深

い

気

持

ち

に

な

り

思

わ

ず

涙

が

こ

ぼ

れ

ま

し

た

。

昨

年

四

月

、

十

八

年

ぶ

り

に

野

球

部

の

現

場

復

帰

を

許

さ

れ

た

私

は

、

山

本

芳

夫

校

長

先

生

や

寺

尾

郁

夫

野

球

部

Ｏ

Ｂ

会

長

を

は

じ

め

多

く

の

方

々

の

ご

協

力

を

得

て

、

西

内

一

人

監

督

と

と

も

に

恩

師

で

あ

る

籠

尾

良

雄

先

生

が

土

佐

高

校

野

球

部

に

託

さ

れ

た

「

右

文

尚

武

の

理

想

ひ

た

ぶ

る

全

力

疾

走

純

白

の

土

佐

と

わ

に

輝

け

」

の

実

現

を

目

指

し

、

取

り

組

み

ま

し

た

。

「

砂

に

水

が

し

み

込

む

よ

う

」

と

い

う

例

え

の

ご

と

く

、

子

ど

も

た

ち

は

我

々

の

指

導

に

全

力

を

傾

け

て

応

え

て

く

れ

、

チ

ー

ム

も

め

き

め

き

と

力

を

つ

け

て

い

き

ま

し

た

。

昨

夏

の

選

手

権

大

会

県

予

選

は

久

し

ぶ

り

に

準

決

勝

ま

で

駒

を

進

め

、

迎

え

た

昨

秋

の

四

国

大

会

県

予

選

で

は

高

知

県

第

三

代

表

の

座

を

勝

ち

取

り

四

国

大

会

に

出

場

し

ま

し

た

。

一

回

戦

で

は

城

南

高

校

（

徳

島

県

）

を

、

二

回

戦

で

は

小

豆

島

高

校

（

香

川

県

）

を

そ

れ

ぞ

れ

一

点

差

で

破

り

、

あ

と

一

つ

勝

て

ば

甲

子

園

と

い

う

と

こ

ろ

ま

で

勝

ち

進

み

ま

し

た

。

そ

の

準

決

勝

戦

で

は

同

じ

高

知

県

代

表

の

明

徳

義

塾

高

校

と

再

度

対

戦

し

、

近

年

で

は

最

高

の

試

合

内

容

で

し

た

が

三

対

四

で

敗

れ

ま

し

た

。

し

か

し

そ

の

戦

い

ぶ

り

が

評

価

さ

れ

、

三

年

ぶ

り

八

回

目

の

選

抜

甲

子

園

出

場

を

勝

ち

取

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

三

月

二

十

三

日

の

試

合

は

近

畿

大

会

優

勝

の

大

阪

桐

蔭

高

校

と

対

戦

し

、

ご

承

知

の

通

り

残

念

な

結

果

に

終

わ

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

ア

ル

プ

ス

席

を

埋

め

て

い

た

だ

い

た

多

く

の

在

校

生

や

保

護

者

、

卒

業

生

の

応

援

に

応

え

る

こ

と

が

で

き

ず

、

申

し

訳

な

い

気

持

ち

で

い

っ

ぱ

い

で

す

。

し

か

し

、

今

回

の

甲

子

園

出

場

で

得

た

貴

重

な

経

験

を

糧

に

、

「

甲

子

園

で

勝

っ

て

校

歌

を

歌

う

」

と

い

う

宿

題

を

成

し

遂

げ

る

べ

く

こ

れ

か

ら

も

鋭

意

努

力

を

重

ね

て

ま

い

り

ま

す

。

今

後

と

も

母

校

野

球

部

に

対

し

ま

す

倍

旧

の

ご

支

援

ご

声

援

を
お

願
い

申

し
上

げ
ま

す

。

土佐中･高等学校同窓会 関東支部会報
編集人/ 中平 公美子（59回）

発行人/ 関東支部幹事長 市川 直介（53回）
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関東支部同窓会 ２０１６．６．４

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
々
の
時
間
と
努
力
に

支
え
ら
れ
て
開
催
さ
れ
る
関
東
支
部
同
窓
会

と
は
、
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
？
卒
業
回
末
尾

六
の
三
六
～
八
六
回
生
の
有
志
幹
事
の
一
員

と
し
て
準
備
活
動
す
る
中
、
そ
ん
な
思
い
が

浮
か
び
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
で
は
山
本
校
長
先
生
か
ら
学

事
報
告
に
加
え
、
土
佐
の
同
窓
生
が
二
万
人

を
超
え
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
西
亮
一
さ
ん
（
五
六
回
）
の
「
新
世

代
天
文
衛
星
が
解
き
明
か
す
天
の
川
銀
河
の

謎
」
と
藤
田
徹
也
さ
ん
（
五
一
回
）
の
「
テ

レ
ビ
！
？

わ
た
し
と
テ
レ
ビ
の
三
六
年
を

ち
ょ
っ
と
お
話
し
ま
す
」
と
い
う
お
二
人
の

素
晴
ら
し
い
講
演
を
皆
様
、
興
味
深
く
お
聞

き
し
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
に
は
、
今
年
卒
業
さ
れ
た
九
一
回

生
（
二
三
名
）
、
ま
た
同
窓
生
の
ご
家
族
の

方
を
含
め
、
約
三
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
来
賓
の
紹
介
、
岩
城
孝
章
高
知
県
副

知
事
（
四
六
回
）
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
森
郁

夫
支
部
長
（
四
一
回
）
の
乾
杯
に
よ
り
宴
が

始
ま
り
ま
し
た
。

中
盤
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

樹
奈
こ
と
奥
田
純
子
さ
ん
（
七
六
回
）
の
ピ

ア
ノ
弾
き
語
り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
懐

か
し
い
歴
代
や
ぐ
ら
の
ス
ラ
イ
ド
や
セ
ン
バ

ツ
出
場
の
映
像
が
ダ
ブ
ル
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
、
最
後
は
全
員
で
肩
を
組
ん
で
校

歌
の
大
合
唱
、
エ
ー
ル
を
も
っ
て
大
盛
況
の

ま
ま
閉
会
を
迎
え
ま
し
た
。
六
の
有
志
幹
事

全
員
が
幅
広
い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け

る
同
窓
会
を
テ
ー
マ
に
考
え
た
企
画
準
備
が

報
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

八
十
歳
代
の
大
先
輩
か
ら
今
年
の
卒
業
生

ま
で
何
百
人
も
集
ま
る
高
校
の
同
窓
会
な
ん

て
聞
い
た
事
が
な
い
と
、
よ
く
友
人
・
知
人

か
ら
聞
き
ま
す
。

最
近
、
足
が
遠
の

い
て
い
る
皆
様
も

ぜ
ひ
会
場
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
同
窓
の

絆
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。
こ
ん
な

同
窓
会
は
土
佐
以

外
、
他
に
は
な
い

と
思
う
の
で
す
！

総
会
準
備
会

他
に
は
な
い
同
窓
会

小
松
健
造
（
五
六
回
）

＜関東支部同窓会 概要＞

開催場所：霞が関ビル３５階

東海大学校友会館

開催日 ：２０１６年６月４日（土）

式次第

関東支部総会

１．開会挨拶

２．支部活動報告

３．役員改選報告

４．会計報告

５．監査報告

６．校長挨拶・学事報告

７．はちきん会のご案内

８．学生・若手社会人交流会のご案内

９．筆山会のご案内

記念講演Ⅰ：西亮一氏（５６回）

新潟大学理学部准教授 宇宙物理学者

記念講演Ⅱ：藤田徹也氏（５１回）

ＴＢＳ代表取締役専務取締役

懇親会

１．開会宣言

２．来賓紹介

３．挨拶

４．乾杯

５．歌とピアノ演奏

（７６回生 奥田純子さん）

６．９１回生紹介

７．センバツ出場！熱闘の軌跡

８．よさこいチーム「陽」ご紹介

９．引き継ぎ

１０．校歌・エール

１１．閉会の挨拶
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◆
土
佐
中
・
高
等
学
校
同
窓
会
関
東
支
部
新
役
員

支
部
長

森

郁
夫
（
四
一
回
生
）
留
任

幹
事
長

市
川

直
介
（
五
三
回
生
）
留
任

事
務
局
長

二
宮

潔
（
四
九
回
生
）
留
任

副
幹
事
長

前
田

憲
一
（
三
七
回
生
）
新
任
・
筆
山
会
連
携

黄
川
久
美
子
（
四
七
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

澤
田

和
英
（
五
三
回
生
）
留
任

濱
田

知
佐
（
五
六
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

宮
崎

晶
子
（
六
七
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

島
本

陽
子
（
七
五
回
生
）
新
任
・
は
ち
き
ん
会

加
藤

丈
典
（
七
六
回
生
）
留
任
・
若
手
の
会

澤
田

千
紘
（
七
八
回
生
）
留
任
・
若
手
の
会

中
平

彩
夏
（
八
五
回
生
）
新
任
・
は
ち
き
ん
会

会
計
監
査

幸
徳

正
夫
（
三
七
回
生
）
留
任

森
木

隆
裕
（
五
九
回
生
）
留
任

会
計

北
村

悠
夏
（
八
三
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

◆
常
任
幹
事

名
簿
委
員
長

深
田

晋
平
（
七
三
回
生
）
留
任

筆
山
編
集
長

中
平
公
美
子
（
五
九
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

Ｈ
Ｐ
編
集
長

筒
井

康
賢
（
四
一
回
生
）
留
任

総
会
世
話
役

西
森

さ
と
（
五
七
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

顧
問

曽
和

純
一
（
十
六
回
生
）
留
任

宮
地

貫
一
（
二
一
回
生
）
留
任

浅
井

伴
泰
（
三
十
回
生
）
留
任

溝
渕

真
清
（
三
二
回
生
）
留
任

佐
々
木
泰
子
（
三
三
回
生
）
留
任
・
は
ち
き
ん
会

岩
村

康
生
（
四
一
回
生
）
留
任

鶴
和

千
秋
（
四
一
回
生
）
留
任

川
上

司

（
五
二
回
生
）
新
任

退
任

大
石

和
夫
（
四
十
回
生
）

川
上

正
衡
（
五
八
回
生
）

関
東
支
部
総
会

講
演
に
寄
せ
て

西

亮
一
（
五
六
回
）

こ
の
度
は
関
東
支
部
同
窓
会
で

の
講
演
の
機
会
を
い
た
だ
き
大
変

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
分
の
研
究
分

野
に
関
連
し
て
、
「
新
世
代
天
文

衛
星
が
解
き
明
か
す
天
の
川
銀
河

の
謎
」
と
い
う
題
で
講
演
し
ま
し

た
。
日
常
と
か
け
離
れ
た
世
界
の

話
で
す
が
、
た
ま
に
は
こ
う
い
う

「
天
文
学
的
」
な
話
で
気
分
転
換

す
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
，

手
前
味
噌
な
が
ら
考
え
て
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
，
宇
宙

や
天
文
学
に
興
味
は
持
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
土
佐
中
高
時
代
に
そ

れ
を
目
指
し
て
勉
強
に
励
ん
で
い

た
か
と
言
え
ば
全
く
そ
う
で
は
な

く
、
ひ
た
す
ら
部
活
（
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
）
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し

た
。
部
の
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
（
イ
ン
ハ
イ
に
も
出
場

し
ま
し
た
）
、
と
に
か
く
き
つ
い

練
習
の
日
々
で
し
た
が
（
今
回
、

昔
の
仲
間
と
話
し
て
い
て
も
「
バ

ド
部
は
よ
う
走
り
よ
っ
た
き
」
と

何
人
も
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
）
、

高
三
の
夏
ま
で
や
り
き
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
後
々
の
大
き
な

財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
同
窓
会
に
参
加
し
て
特

に
感
じ
た
の
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
藤
田
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
，
土
佐
の
卒
業
生

が
非
常
に
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

土
佐
校
の
発
展
そ
し
て
卒
業
生
の

さ
ら
な
る
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

総
会
ダ
ブ
ル
講
演

濱
田
知
佐
（
五
六
回
）

今
年
の
六
の
回
の
総
会
で
の
講

演
は
同
窓
会
史
上
初
の
「
ダ
ブ
ル

講
演
」
で
し
た
。
実
は
「
下
町
ロ

ケ
ッ
ト
」
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
、

「
ロ
ケ
ッ
ト
」
と
「
Ｔ
Ｂ
Ｓ
」
が

結
び
つ
き
、
お
二
人
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
ず

は
、
五
六
回
西
亮
一
氏
（
京
都
大

学
卒
→

新
潟
大
学
自
然
科
学
研
究

科
と
物
理
部
物
理
学
科
両
方
の
准

教
授
）
に
よ
る
「
新
世
代
天
文
衛

星
が
解
き
明
か
す
天
の
川
銀
河
の

謎
」
。
約
六
万
光
年
以
上
あ
る
と

推
測
さ
れ
て
い
る
天
の
川
銀
河
は
、

ま
だ
ま
だ
謎
が
多
く
、
そ
の
謎
を

解
き
明
か
す
た
め
に
欧
州
の
天
文

衛
星
「
Ｇ
ａ
ｉ
ａ
（
ガ
イ
ヤ
）
」

と
日
本
の
天
文
衛
星
「
ジ
ャ
ス
ミ

ン
」
が
共
同
で
国
際
研
究
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
て
、
二

〇
二
二
年
頃
に
は
天
の
川
銀
河
の

本
当
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
。
天
の
川
銀
河
の
写

真
や
星
の
距
離
の
測
り
方
な
ど
を

説
明
し
て
下
さ
り
な
が
ら
、
非
日

常
の
広
大
な
宇
宙
の
世
界
へ
い
ざ

な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
空

を
見
る
べ
く
顔
を
上
げ
、

毎
日
の
小
さ
い
悩
み
が
吹

き
飛
ぶ
よ
う
で
し
た
。
そ

し
て
、
次
は
五
一
回
藤
田

徹
也
氏
（
上
智
大
学
卒
→

Ｔ
Ｂ
Ｓ
代
表
取
締
役
常
務
取
締
役
）

に
よ
る
「
テ
レ
ビ

!?
わ
た
し
と
テ

レ
ビ
の
三
六
年
を
ち
ょ
っ
と
お
話

し
ま
す
」
。
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
入
社
し
、
「
ザ
・
ベ
ス

ト
テ
ン
」
で
は
、
カ
メ
ラ
の
上
に

ア
ラ
イ
グ
マ
「
ラ
ス
カ
ル
」
の
ぬ

い
ぐ
る
み
を
付
け
て
、
緊
張
し
て

い
た
初
出
場
の
浅
香
唯
さ
ん
の
笑

顔
を
引
き
出
し
た
こ
と
、
ト
レ
ン

デ
ィ
ー
ド
ラ
マ
で
は
俳
優
さ
ん
の

演
技
に
見
と
れ
て
し
ま
い
撮
影
し

忘
れ
た
こ
と
、
新
世
界
紀
行
の
中

国
桃
源
郷
の
撮

影
で
数
カ
月
現

地
に
滞
在
し
て
、

現
地
の
方
の
目

線
で
撮
影
が
で

き
た
こ
と
、
ま

た
趣
味
マ
ラ
ソ
ン
の
こ
と
な
ど
を

お
話
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
八
五
回
の

品
田
亮
太
さ
ん
も
加
わ
り
、
「
こ

の
日
本
語
正
し
い
で
す
か
？
」
と

い
う
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
に
突
入
。

土
佐
高
校
卒
業
生
の
日
本
語
力
を

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
籠
尾

先
生
の
「
全
力
疾
走
三
十
年
」
の

本
か
ら
、
「
右
文
尚
武
の
理
想
ひ

た
ぶ
る
全
力
疾
走
純
白
の
土
佐
と

わ
に
輝
け
」
と
い
う
文
章
を
お
読

み
に
な
り
、
「
皆
さ
ん
、
土
佐
高

校
と
共
に
と
わ
に
輝
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

春
、
甲
子
園
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
後
輩
た
ち
を
誇
ら
し
く
思
い

な
が
ら
、
自
分
も
襟
を
正
し
胸
を

張
り
ま
し
た
。
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同
窓
会
本
部

幹
事
長

西
山

彰
一
（
四
八
回
）

五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と
共
に
初

夏
の
陽
気
と
な
っ
た
土
佐
路
に
多
く
の
お
客

様
を
迎
え
、
ま
ち
が
大
変
賑
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
事
を
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
本
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
八
月
十

三
日
に
開
催
予
定
の
同
窓
会
総
会
と
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
は
「
六
の
会
」
を
中
心
に
実
行
委
員

会
を
編
成
し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
同
窓
生
が

懐
か
し
い
高
校
生
の
想
い
出
を
語
り
合
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
母
校
の
発
展
に
寄
与
す

べ
く
様
々
な
事
業
が
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

恒
例
と
な
っ
た
、
母
校
の
最
上
階
の
景
観
の

素
晴
ら
し
い
筆
山
ホ
ー
ル
で
の
講
演
は
、
待

望
の
永
野
元
玄
さ
ん
（
二
九
回
）
に
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
は

二
〇
一
五
年
度
の
事
業
の
報
告
と
二
〇
一
六

年
度
の
事
業
計
画
、
並
び
に
役
員
の
改
選
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

総
会
に
先
駆
け
て
、
八
月
八
日
か
ら
十
一

日
ま
で
よ
さ
こ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
学
一
年
・
二
年
生
の
同
窓
生
が
活
躍
す
る

踊
り
子
隊
「
よ
さ
こ
い
陽
」
も
今
年
で
十
一

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生

の
ご
寄
付
や
暖
か
い
ご
支
援
に
よ
っ
て
卒
業

後
の
夏
の
楽
し
い
交
流
の
場
と
し
て
成
長
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
の
夏
も
是
非
、
高
知
の
様
々
な
行
事

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
く
、
ご
挨
拶
と
お

知
ら
せ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
総
会
の
ご
報
告

六
月
四
日
（
土
）
霞
ヶ
関
ビ
ル
三
五
階
東

海
大
学
交
友
会
館
に
て
、
ご
招
待
の
新
卒
九

一
回
生
を
含
む
、
二
八
五
名
の
参
加
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
活
動
報
告
と
役
員
改
選
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
。
（
新
役
員
紹
介
は
三
ペ
ー

ジ
）
基
調
講
演
で
は
、
西
亮
一
さ
ん
（
五
六

回
）
の
お
話
か
ら
未
知
な
る
銀
河
に
夢
を
抱

き
、
藤
田
徹
也
さ
ん
（
五
一
回
）
の
お
話
で

テ
レ
ビ
制
作
の
現
場
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出

来
た
。

■
懇
親
会

今
年
準
備
担
当
し
た
六
の
会
有
志
の
企
画

で
、
会
場
内
が
奥
田
純
子
さ
ん
（
七
六
回
）

の
爽
や
か
な
声
と
ピ
ア
ノ
の
音
に
包
ま
れ
る

中
、
土
佐
弁
が
飛
び
交
い
、
制
服
を
着
て
土

佐
高
生
気
分
で
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
末

尾
が
同
じ
回
生
の
集
ま
り
の
各
テ
ー
ブ
ル
は
、

学
年
を
超
え
た
十
歳
違
い
ご
と
の
交
流
が
定

着
、
お
互
い
に
近
況
報
告
を
し
て
一
年
ぶ
り

の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

筆
山
編
集
長

中
平

公
美
子

関

東

支

部

便

り

本

部

便

り
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母校

同窓会本部

関東支部

同

窓

会

関

東

支

部

の

皆

様

に

は

益

々

ご

健

勝

の

こ

と

と

お

慶

び

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

平

素

は

母

校

に

対

し

格

別

の

ご

支

援

と

ご

厚

情

を

賜

り

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

そ

れ

で

は

以

下

、

学

校

の

近

況

に

つ

い

て
ご

報
告

致

し
ま

す
。

○

高

校

野

球

セ

ン

バ

ツ

出

場

に

つ

い
て
（
御
礼
）

平

日

の

第

一

試

合

と

い

う

日

程

に

も

拘

わ

ら

ず

、

全

国

各

地

か

ら

多

く

の

同

窓

生

が

甲

子

園

球

場

ま

で

応

援

に

駆

け

付

け

て

下

さ

い

ま

し

た

。

中

で

も

、

関

東

支

部

か

ら

多

数

の

皆

様

に

お

運

び

い

た

だ

き

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

ま

た

、

Ｔ

Ｖ

観

戦

な

ど

で

ご

声

援

い

た

だ

い

た

方

々

に

も

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

試

合

内

容

と

結

果

は

ご

承

知

の

こ

と

と

存

じ

ま

す

が

、

選

手

達

は

強

豪

相

手

に

懸

命

な

プ

レ

ー

を

見

せ

て

く

れ

ま

し

た

。

反

省

す

べ

き

点

も

ご

ざ

い

ま

す

が

、

大

舞

台

を

踏

む

こ

と

が

出

来

た

彼

等

は

今

回

の

経

験

を

糧

に

次

の

目

標

を

目

指

し

練

習

に

励

ん

で

お

り

ま

す

。

引

き

続

き

応

援

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

加

え

て

、

募

金

に

も

本

当

に

多

く

の

方

々

に

ご

協

力

を

い

た

だ

き

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

返

す

返

す

、

多

く

の

人

々

に

支

え

ら

れ

た

甲

子

園

出

場

で

あ

っ

た

と

感
謝

申
し

上

げ
ま

す
。

○
大
学
入
試
結
果
に
つ
い
て

九

一

回

生

と

な

る

前

年

度

卒

業

生

二

九

二

名

は

、

多

く

の

思

い

出

を

胸

に

学

び

舎

を

巣

立

っ

て

行

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

志

望

大

学

の

入

試

に

果

敢

に

チ

ャ

レ
ン

ジ

し
ま

し
た

。

今

年

の

大

学

入

試

の

総

括

は

次

表

の

通

り

で

す

が

、

前

年

度

実

績

と

比

較

す

る

と

、

現

役

生

は

、

合

格

率

と

国

公

立

や

難

関

大

学

の

合

格

者

数

に

お

い

て

ほ

ぼ

同

水

準

を

保

っ

た

上

で

、

国

公

立

医

学

部

医

学

科

の

合

格

者

数

が

増

加

し

ま

し

た

。

一

方

、

既

卒

生

は

、

難

関

十

大

学

の

合

格

者

数

で

は

例

年

を

若

干

下

回

り

ま

し

た

が

、

国

公

立

医

学

部

医

学

科

の

合

格

者

は

増

加

し

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

現

役

生

と

合

算

し

た

国

公

立

医

学

部

医

学

科

合

格

者

は

三

八

名

を

数

え

大

き

な

足

跡

を

残

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た
。

尚

、

主

要

大

学

合

格

者

数

に

つ

き

ま

し

て

は

学

校

の

Ｈ

Ｐ

「

進

路

の

部

屋

」

欄

に

掲

載

し

て

あ

り

ま

す
の

で

ご
覧

下
さ

い

。

○

新

年

度

ス

タ

ー

ト

、

そ

し

て

、

高

校

県

体

な

ど

各

種

大

会

に

つ

い

て

新

年

度

・

新

学

期

が

ス

タ

ー

ト

ま

し

た

が

、

新

入

生

（

高

校

は

土

佐

中

以

外

か

ら

の

入

学

者

四

八

名

を

含

む

三

〇

四

、

中

学

は

二

五

一

名

）

も

新

し

い

学

校

生

活

に

慣

れ

て

き

た

と

こ

ろ

で

す

。

中

で

も

、

初

々

し

い

中

学

一

年

生

を

迎

え

、

例

年

の

事

な

が

ら

学

校

全

体

が

華

や

い

だ

雰

囲

気

に

包

ま

れ

て

お

り

ま

す

。

そ

し

て

、

ス

ポ

ー

ツ

シ

ー

ズ

ン

到

来

と

と

も

に

様

々

な

大

会

が

予

定

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

五

月

下

旬

開

催

の

高

校

県

体

に

は

、

六

月

開

催

の

水

泳

を

含

め

、

十

七

種

目

に

三

三

九

名(

男

子

二

三

四

名

、

女

子

一

〇

五

名)

が

エ

ン

ト

リ

ー

し

て

お

り

、

四

国

大

会

や

イ

ン

タ

ー

ハ

イ

（

七

月

下

旬

か

ら

岡

山

県

を

中

心

に

六

県

で

開

催

の

「

情

熱

疾

走

中

国

総

体

」

）

出

場

権

獲

得

を

目

指

し

た

挑

戦

が

始

ま

り

ま

す

。

ま

た

、

高

校

野

球

は

七

月

中

旬

か

ら

「

夏

の

甲

子

園

」

に

向

け

て

の

県

大

会

も

行

わ

れ

ま

す
。

一

方

、

中

学

は

六

月

下

旬

か

ら

高

知

地

区

体

が

始

り

、

県

体

、

全

国

大

会

へ

と

日

程

が

組

ま
れ

て

お
り

ま
す

。

こ

れ

ら

の

大

会

へ

の

果

敢

な

チ

ャ

レ

ン

ジ

を

通

し

、

「

よ

り

高

い

レ

ベ

ル

で

の

文

武

両

道

の

達

成

」

を

目

指

し

て

ま
い

り

ま
す

。

○
修
学
旅
行
に
つ
い
て

今

年

も

高

一

生

の

東

京

・

京

都

の

修

学

旅

行

（

十

一

月

二

十

一

日

か

ら

四

泊

五

日

）

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

そ

の

中

で

特

に

、

首

都

圏

で

の

コ

ー

ス

別

研

修

（

十

一

月

二

二

日

予

定

）

は

生

徒

に

と

っ

て

今

後

の

進

路

を

考

え
る
上
で
の
貴
重
な
実
体
験
と
な
っ

て

お

り

ま

す

。

本

研

修

実

施

に

際

し

て

は

い

つ

も

関

東

支

部

の

同

窓

生

の

皆

さ

ん

に

色

々

お

世

話

に

な

り

感

謝

し

て

お

り

ま

す

。

今

回

も

ど

う

か

宜

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま
す

。
ご

報

告

は

以

上

で

す

が

、

暑

い

季

節

を

迎

え

る

中

、

皆

々

様

の

ご

自

愛

と

ご

健

勝

を

心

か

ら

祈

念

申

し
上

げ

ま
す

。

母 校 便 り 学校長 山本 芳夫 （４０回生）

年度 ２８年度 前年度

現役合格率 ６９．２％ ７０．５％

国公立

現役合格者
１１８名 １１８名

難関１０大学＊
４１名

（現２９名）

４２名

（現３０名）

国公立・医学部

＜医学科＞

３８名

（現１４名）

３１名

（現１１名）

＊旧帝大、一橋、東京工、神戸

・本年度 東大４名（現３名）

京大３名（現３名）
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筆山会ゴルフコンペ

第７０回コンペは風薫る５月１２日、神奈川県西部中井町のレインボ－ＣＣにて、森健氏（２３回）
から久松氏（５０回）までが参加して、同窓会ならではの和気藹々とコンペを楽しみました。
レインボ－ＣＣは、長く筆山会会長をされた北岡龍海氏のホ－ム。筆山会としては懐かしい

思い出のコ－スをたどると、そこここに改良がされていました。セカンドからの多くは、打ち
上げの砲台グリ－ンと難しさは変わらず、ほとんどの方がいつもより多く叩いていました。優
勝は久松氏で、グロス８９、ネット７２。２位・竹田氏（３３回）、３位・田中氏（３７回）でした。
次回は１０月１３日開催。場所は検討中。
参加希望とコ－ス推薦は、事務局小松三男（４１回）までお寄せください。

ＴＥＬ：０９０－５５６１－７０２３ ｅ－ｍａｉｌ： ａ０９０５５６１７０２３＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ

ロッテ・ガーナよさこい連
助っ人歓迎

原宿スーパーよさこい演舞は８月２８日
正午から。第１３回ガーナ高校生日本研
修旅行の来日は８月１９日。高知を訪問、
土佐校と交流します。
委細は関東支部ＨＰで追報予定。
両国高校生との対面

を心待ちにしているひ
とりが、熱帯風土病薬
の発明で昨年ノーベル
賞に輝いた大村智博
士。２５日、埼玉の北里
メディカルセンターにて対話会を行いま
す。在任中奇偶に浴した浅井和子元ガー
ナ大使（３５回）の斡旋です。

ガーナよさこい支援会 公文敏雄
kumont2@yahoo.co.jp



「
土
佐
野
球
部
」

栄
光
の
軌
跡

野
球
部
は
、
こ
れ
ま
で
に
春
七
回
、

夏
四
回
甲
子
園
出
場
し
て
い
る
。

五
二
年
春
に
初
め
て
聖
地
の
土
を

踏
む
と
五
三
年
に
は
準
優
勝
。
純
白

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
強
豪
校
を
撃
破

す
る
姿
に
「
優
勝
旗
な
き
優
勝
校
」

と
称
さ
れ
た
。
六
三
年
九
月
に
籠
尾

監
督
が
就
任
。
「
全
力
疾
走
」
の
徹

底
指
導
の
下
、
六
四
年
春
四
強
、
六

六
年
春
準
優
勝
。
土
佐
の
野
球
は
全

国
の
高
校
野
球
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続

け
て
い
る
。

二
一
世
紀
枠
で
二
十
年
ぶ
り
に
出

場
し
た
三
年
前
、
母
校
愛
が
ア
ル
プ

ス
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
し
た
。
自

力
で
手
に
入
れ
た
今
年
の
選
抜
も
勝

敗
以
上
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

「
右
文
尚
武
」
の
精
神
は
健
在
。
次

回
こ
そ
勝
利
の
校
歌
を
歌
お
う
。

【
大
会
の
花
】
と
評
価
さ
れ
る
土

佐
の
野
球
を
継
承
し
て
き
た
伝
説
の

ヒ
ー
ロ
ー
の
方
々
に
『
甲
子
園
に
思

う
こ
と
』
を
お
聞
き
し
た
。

ラ
イ
バ
ル
校
の
壁

島
村

聖
（
四
十
回
）

部
員
十
四
名
で
の
甲
子
園
出
場
。

二
試
合
が
逆
転
勝
ち
。
準
決
勝
に
０

対
１
の
惜
敗
が
成
績
。
当
時
の
県
内

ラ
イ
バ
ル
校
は
、
高
知
・
安
芸
・
市

商
に
好
投
手
（
有
藤
・
門
谷
・
江
本

と
後
の
プ
ロ
野
球
選
手
）
が
存
在
。

『
厚
い
壁
』
と
な
り
ベ
ス
ト
四
止
ま

り
。
籠
尾
監
督
が
就
任
直
後
の
秋
。

県
大
会
準
決
勝
で
高
知
（
公
式
戦
二

三
連
勝
中
）
に
２
対
１
の
奇
跡
的
逆

転
勝
ち
壁
を
突
破
し
た
こ
と
は
、
チ
ー

ム
の
分
岐
点
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
、

『
と
ん
と
ん
拍
子
』
。
決
勝
で
安
芸

を
倒
し
て
優
勝
。
四
国
大
会
で
も
、

監
督
に
乗
せ
ら
れ
三
連
勝
で
優
勝
。

甲
子
園
出
場
。
「
あ
っ
」
と
い
う
間

の
三
ヶ
月
。
練
習
方
法
は
「
新
鮮
」
。

守
備
重
視
と
全
力
疾
走
。
実
業
団
や

四
国
強
豪
校
と
の
練
習
試
合
等
。
チ
ー

ム
は
確
実
に
力
を
つ
け
自
信
を
深
め

る
。
こ
の
経
験
が
セ
ン
バ
ツ
で
の
接

戦
を
制
し
た
。
準
決
勝
の
敗
戦
は
個

人
的
に
は
最
高
の
投
球
が
出
来
、
悔

い
は
無
し
。
高
校
卒
業
か
ら
五
十
年

余
り
の
現
在
、
地
域
で
還
暦
・
古
希

の
草
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
全
国

大
会
を
目
指
し
白
球
を
追
っ
て
い
る
。

今
回
、
良
き
伝
統
を
守
り
セ
ン
バ
ツ

出
場
迄
頑
張
っ
た
後
輩
達
に
『
感
謝
』
。

夢
の
メ
ッ
カ
甲
子
園

上
岡

誠
二
（
四
二
回
）

県
内
二
強
チ
ー
ム
・
高
知
商
、
高

知
高
の
壁
は
厚
か
っ
た
が
、
在
学
中

五
回
あ
る
チ
ャ
ン
ス
に
幸
運
に
も
一

回
甲
子
園
に
出
場
で
き
ま
し
た
。
部

員
十
二
名
の
大
多
数
が
チ
ビ
ッ
コ
で

し
た
が
、
監
督
の
籠
尾
先
生
が
常
日

頃
言
っ
て
い
た
こ
と
「
守
り
抜
き
僅

差
で
勝
つ
の
が
土
佐
の
野
球
だ
」
は
、

実
行
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
バ

ツ
と
は
名
ば
か
り
で
前
年
秋
の
四
国

大
会
で
二
位
以
内
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
位
で
県
代
表

に
な
っ
た
為
、
他
県
一
位
の
強
い
チ
ー

ム
に
二
回
続
け
て
勝
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
苦
し
い
ゲ
ー
ム
の
連
続
で
し

た
。
丸
亀
商
、
徳
島
商
に
勝
っ
た
の

は
夢
の
よ
う
で
す
。
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
二
年
の
夏
の
関
西
遠
征
で
す
。

当
時
一
流
の
チ
ー
ム
浪
商
、
北
陽
高
、

和
歌
山
桐
蔭
と
対
等
に
ゲ
ー
ム
が
出

来
た
事
が
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し

た
。
甲
子
園
で
は
二
失
策
、
全
員
が

絶
好
調
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
個
人

的
に
は
五
試
合
三
失
点
と
大
満
足
で

す
。
あ
れ
か
ら
五
十
年
で
同
期
は
秋

田
君
、
橋
本
君
と
私
、
当
時
の
チ
ー

ム
メ
イ
ト
と
し
て
も
八
名
だ
け
と
な

り
淋
し
い
限
り
で
す
。
現
役
チ
ー
ム

に
は
伝
統
通
り
の
「
点
は
、
取
ら
れ

て
も
与
え
な
い
チ
ー
ム
」
を
目
指
し
、

昨
秋
の
よ
う
な
快
進
撃
を
期
待
し
ま

す
。

土
佐
高
校
の
復
活
に

賭
け
る
思
い

荻
野

友
康
（
四
四
回
）

甲
子
園
の
開
会
式
を
見
つ
め
な
が

ら
純
白
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
堂
々
と

行
進
し
て
い
く
様
は
格
別
で
あ
っ
た
。

よ
く
こ
の
チ
ー
ム
が
こ
の
晴
れ
舞
台

に
出
ら
れ
た
も
の
だ
。
昨
年
八
月
に

向
陽
グ
ラ
ン
ド
で
の
指
導
を
ス
タ
ー

ト
し
た
段
階
で
は
総
合
力
で
は
県
の

八
強
又
は
そ
れ
以
下
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ

た
。
投
手
力
、
打
力
、
守
備
力
、
走

力
な
ど
ど
れ
を
と
っ
て
も
光
る
も
の

が
な
い
。
こ
れ
で
は
戦
え
な
い
。
甲

子
園
は
は
る
か
か
な
た
で
ど
う
し
た

も
の
か
と
嘆
い
た
も
の
だ
っ
た
。
甲

子
園
は
一
年
後
の
秋
の
予
選
で
勝
負

で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
し
。
寺
尾
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会
長
と
の
議
論
の
結
果
、

今
年
は
四
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
よ
う
と
力
弱
く
誓
っ
た
。

何
度
も
話
し
合
っ
た
結
果
、
土
佐
高

校
の
原
点
回
帰
。
絶
対
的
な
エ
ー
ス

を
作
り
、
最
小
得
点
で
逃
げ
切
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ー
ム
を
一
年
か
け
て

作
り
上
げ
る
こ
と
を
確
認
し
誓
っ
た
。

最
大
の
課
題
は
全
国
レ
ベ
ル
の
エ
ー

ス
を
作
る
こ
と
。
守
備
面
は
ミ
ス
を

な
く
し
長
打
を
防
ぐ
こ
と
。
攻
撃
面

は
四
球
な
ど
出
塁
率
を
上
げ
る
こ
と
。

四
点
打
線
を
目
指
し
た
い
が
人
材
不

足
で
無
理
難
題
の
た
め
１
点
ず
つ
の

積
み
重
ね
し
か
な
い
。
チ
ー
ム
練
習

は
守
備
の
強
化
に
大
半
を
使
う
。
特

に
内
野
に
時
間
を
割
く
こ
と
。
妥
協

な
し
で
非
情
に
徹
す
る
べ
し
。
以
上

を
首
脳
陣
と
誓
っ
た
。
特
に
、
楠
目

部
長
が
こ
れ
に
当
た
っ
て
く
れ
た
こ

と
と
県
予
選
の
組
合
わ
せ
が
時
間
的

に
余
裕
の
あ
る
日
程
と
な
っ
て
い
た

こ
と
等
が
幸
い
し
鍛
え
に
鍛
え
少
し

ず
つ
光
が
見
え
て
き
た
。
だ
が
、
県

予
選
は
予
想
通
り
苦
戦
の
連
続
で
あ
っ

た
が
何
と
か
第
三
代
表
と
い
う
目
標

は
ク
リ
ア
し
て
し
ま
っ
た
。
尾
崎
投

手
は
当
初
は
背
筋
力
が
強
く
キ
レ
の

あ
る
球
を
投
げ
る
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

変
化
球
に
む
ら
が
あ
り
、
課
題
は
ス

タ
ミ
ナ
が
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
勝
ち
上
が
る
た
め
に
は
三
～
四

回
を
し
の
げ
る
投
手
起
用
を
計
画
し

た
が
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
勝

ち
上
が
る
度
に
尾
崎
投
手
の
存
在
感

が
増
し
て
き
て
い
る
の
に
驚
き
、
ひ
ょ
っ

と
し
て
待
ち
望
ん
だ
全
国
レ
ベ
ル
の

エ
ー
ス
に
な
る
か
も
の
予
感
を
感
じ

さ
せ
る
よ
う
に
著
し
い
成
長
を
遂
げ

て
き
た
。
四
国
大
会
で
は
エ
ー
ス
が

誕
生
し
た
た
め
チ
ー
ム
に
団
結
心
が

芽
生
え
戦
う
集
団
と
変
身
し
て
し
ま
っ
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第
八
八
回
選
抜
高
校
野
球

出
場
記
念
特
集

二
〇
一
六
年
三
月
二
三
日
（
水
）

大
阪
桐
蔭

対

土
佐



た
。
点
を
取
ら
れ
な
い
安
心
感
が
原

動
力
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
不
安
が

解
消
さ
れ
ポ
ジ
テ
イ
ブ
な
気
持
ち
に

チ
ー
ム
全
体
が
な
っ
た
。
こ
れ
が
エ
ー

ス
効
果
で
あ
る
。
土
佐
高
校
の
原
点

回
帰
が
あ
っ
と
い
う
間
に
出
来
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
う
ま
く
、

早
く
な
る
と
は
予
想
も
し
な
か
っ
た

展
開
と
な
っ
た
。
甲
子
園
が
呼
ぶ
の

は
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
甲
子
園

で
は
大
阪
桐
蔭
高
校
に
大
敗
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
チ
ー
ム
な
の

で
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
っ
て
か
ら

甲
子
園
に
来
い
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
あ
っ
た
と
思
う
。
や
っ
と
待
望

の
全
国
レ
ベ
ル
の
エ
ー
ス
が
出
来
た
。

尾
崎
投
手
は
２
年
生
で
も
あ
り
残
り

三
回
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
運
が
あ
れ

ば
も
う
一
～
二
回
甲
子
園
に
出
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
楽
し
み
を
与
え

て
く
れ
た
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
益
々
後

輩
を
鍛
え
復
活
を
現
実
に
し
た
い
と

改
め
て
誓
っ
た
甲
子
園
で
あ
っ
た
。

甲
子
園
に
思
う
こ
と

玉
川

壽
（
五
二
回
）

私
は
、
か
つ
て
横
浜
の
リ
ト
ル
・

シ
ニ
ア
チ
ー
ム
を
一
年
間
ほ
ど
指
導

し
た
こ
と
が
あ
る
。
総
勢
百
人
を
超

す
、
プ
ロ
野
球
選
手
を
も
輩
出
し
た

名
門
チ
ー
ム
だ
。
卒
業
生
は
、
甲
子

園
出
場
を
夢
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方

の
強
豪
校
に
進
学
す
る
。
彼
等
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
硬
式
球
に
馴
れ
親
し

み
、
野
球
の
基
本
技
術
を
叩
き
込
ま

れ
、
親
た
ち
は
子
供
の
夢
を
叶
え
る

た
め
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
甲

子
園
に
出
場
す
る
強
豪
校
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
英
才
教
育
を
受
け
た
彼
等

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

土
佐
高
は
、
こ
こ
数
年
で
二
度
の

選
抜
出
場
の
機
会
を
得
た
。
両
大
会

と
も
、
一
回
戦
は
大
会
屈
指
の
強
豪

校
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。
試
合
を
見

る
か
ぎ
り
、
選
手
の
球
捌
き
、
ス
ピ
ー

ド
、
パ
ワ
ー
と
も
に
残
念
な
が
ら
ス

コ
ア
以
上
の
実
力
差
が
あ
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
甲
子
園
で
強
豪

校
と
互
角
に
渡
り
合
う
た
め
に
、
し

か
も
三
年
と
い
う
短
い
期
間
で
チ
ー

ム
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
練
習
や
環

境
に
今
以
上
の
創
意
工
夫
が
必
要
だ

ろ
う
。

思
い
出
す
の
は
、
故
籠
尾
先
生
の

言
葉
で
あ
る
。
（
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
時
だ
っ
た
か
忘
れ
た
が
）
「
文
武

両
道
を
志
す
我
々
に
と
っ
て
の
ハ
ン

デ
は
、
選
手
の
睡
眠
時
間
が
十
分
確

保
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
我
々

は
、
こ
の
檜
舞
台
（
甲
子
園
）
で
強

豪
校
に
勝
つ
こ
と
を
決
し
て
諦
め
ま

せ
ん
。
」

…
後
輩
諸
君
の
健
闘
を
祈
る
。

二
師
の
恩
義

片
田

統
途
（
五
三
回
）

今
日
の
私
が
生
き
る
術
を
習
得
で

き
た
の
も
二
人
の
恩
師
か
ら
得
た
共

通
の
教
え
「
事
上
磨
錬
」
に
よ
り
、

主
に
野
球
を
通
じ
て
教
え
い
た
だ

い
た
こ
と
で
す
。
実
際
、
初
め
て
甲

子
園
に
出
場
で
き
た
と
き
、
あ
る
い

は
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
と
き
特
に
そ

の
意
を
感
じ
ま
し
た
し
、
そ
の
後
の

何
事
に
対
し
て
も
乗
り
越
え
て
こ
ら

れ
た
の
も
二
人
の
師
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
人
は
父
で
あ
り
、
幼
い
頃

よ
り
日
常
生
活
を
通
じ
て
生
活
態
度
、

生
活
習
慣
な
ど
無
言
の
教
え
に
よ
り

体
感
を
通
じ
て
鍛
錬
で
き
た
こ
と
は

二
五
歳
で
野
球
を
や
め
て
か
ら
、
現

在
に
至
る
ま
で
影
響
を
受
け
続
け
て

い

ま

す

。

そ

し

て

籠

尾

先

生

に

は

「
勇
気
凛
凛
」
を
常
に
伝
授
し
て
い

い
た
だ
き
甲
子
園
等
で
の
ピ
ン
チ
に

な
っ
た
場
面
で
は
特
に
冷
静
な
判
断

を
す
る
よ
う
な
切
磋
を
学
び
、
「
右

文
尚
武
」
の
精
神
を
尊
び
、
習
練
し

て
き
た
こ
と
が
今
の
自
分
を
築
い
て

こ
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
二
師
に
感
謝
し
つ
つ
、
ぜ

ひ
後
輩
の
皆
様
も
自
分
以
外
か
ら
の

教
え
を
大
事
に
今
後
の
将
来
に
繋
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

土
佐
ら
し
い
勝
利
へ

森
山

健
一
（
六
一
回
）

土
佐
中
・
高
校
野
球
部
で
一
緒
に

汗
を
流
し
た
西
内
先
輩
と
、
十
八
年

ぶ
り
に
野
球
部
に
復
帰
し
た
楠
目
先

生
の
二
人
三
脚
で
つ
か
ん
だ
甲
子
園
。

私
の
高
校
時
代
、
楠
目
先
生
に
は
コ
ー

チ
・
部
長
と
し
て
叱
咤
激
励
頂
い
た

が
、
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
私
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ

た
先
生
の
現
場
復
帰
で
あ
り
、
嬉
し

さ
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

二
月
下
旬
に
、
楠
目
先
生
に
お
世

話
に
な
っ
た
世
代
の
野
球
部
Ｏ
Ｂ
が

帰
高
し
、
楠
目
先
生
の
復
帰
と
甲
子

園
出
場
を
祝
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

当
時
の
厳
し
い
練
習
が
育
ん
だ
固
い

絆
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

甲
子
園
で
の
結
果
は
残
念
で
あ
っ

た
が
、
今
の
土
佐
高
野
球
部
は
以
前

と
は
異
な
り
部
員
も
多
い
。
部
員
全

員
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
た
め
に
、
寮

是
に
も
あ
る
通
り
「
右
文
尚
武
を
志

向
し
、
真
の
友
情
を
育
み
、
自
ら
工

夫
し
自
発
的
に
努
力
す
る
」
こ
と
で
、

野
球
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
こ
そ
一
人

ひ
と
り
が
上
達
し
て
よ
り
強
い
チ
ー

ム
に
な
る
と
思
う
。
土
佐
高
生
だ
か

ら
で
き
る
土
佐
高
ら
し
い
野
球
で
強

豪
校
を
倒
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

土
佐
へ
の
期
待

岩
﨑

匡
宏
（
六
六
回
）

二
一
世
紀
枠
で
の
出
場
以
来
、
三

年
振
り
の
甲
子
園
。
思
っ
た
よ
り
も

早
く
甲
子
園
に
帰
っ
て
き
た
な
、
と

い
う
の
が
率
直
な
感
想
だ
。
結
果
は

大
阪
桐
蔭
に
０
―
９
の
完
敗
。
悔
し

い
け
れ
ど
、
こ
れ
が
土
佐
高
野
球
部

の
「
現
在
地
」
で
あ
る
。

一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
や
観
客

の
反
応
な
ど
を
見
る
と
、
土
佐
高
野

球
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
勝

利
ば
か
り
で
な
く
「
全
力
疾
走
」
に

象
徴
さ
れ
る
見
て
い
る
者
を
惹
き
つ

け
感
動
さ
せ
る
『
高
校
野
球
の
神
髄
』

の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
肌
で
感
じ
る
。

野
球
専
門
学
校
と
も
言
う
べ
き
私

立
強
豪
校
が
隆
盛
を
誇
る
昨
今
だ
が
、

近

い

将

来

、

後

輩

た

ち

が

往

年

の

「
粘
り
と
集
中
力
」
を
発
揮
さ
れ
、

甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
席
で
青
春
を
謳

歌
し
た
皆
と
肩
を
組
ん
で
校
歌
を
歌

え
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

( 9 )
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開
会
式
を

純
白
の
シ
ュ
ー
ズ
で

野
球
部
Ｏ
Ｂ

杵
島
央
至
（
七
二
回
）

前
回
（
二
一
世
紀
枠
で
の
出
場

時
）
に
引
き
続
き
、
こ
の
「
筆
山
」

へ
の
執
筆
を
依
頼
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
簡
単
で
す
が
、
選
手
た

ち
へ
の
寄
贈
品
に
つ
い
て
ご
報
告

致
し
ま
す
。

現
役
選
手
・
監
督
・
部
長
・
コ
ー

チ
の
皆
様
へ
、
少
し
で
も
お
力
に

な
れ
た
ら
と
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
よ
り
、

以
下
、
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

開
会
式
、
入
場
行
進
の
際
に
、

ご
着
用
い
た
だ
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
シ
ュ
ー
ズ
で
す
。

現
在
、
私
が
一
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ

ン
ド
に
勤
め
て
い
る
関
係
で
、
取

り
纏
め
ま
し
た
。
（
※
寄
贈
に
関

し
て
は
、
私
の
近
い
代
よ
り
、
連

絡
の
と
れ
る
方
々
に
て
、
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
）

三
月
二
十
日
、
選
抜
高
校
野
球

大
会
の
中
国
・
四
国
地
方
代
表
・

土
佐
高
校
が
登
場
し
た
時
に
は
、

感
動
で
身
震
い
し
ま
し
た
が
、
そ

の
足
元
が
真
新
し
い
「
純
白
」
の

シ
ュ
ー
ズ
に
て
支
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
も
う
二
十
年
も

前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
私
達
の

代
は
、
最
後
の
夏
、
高
知
大
会
明

徳
義
塾
高
校
と
の
決
勝
戦
、
延
長

の
末
敗
れ
、
甲
子
園
へ
の
切
符
を

手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
時
間
は
経
過
し
ま
し

た
が
、
前
回
の
二
一
世
紀
枠
出
場
、

今
回
の
選
抜
出
場
に
て
、
着
実
に

前
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

強
豪
校
相
手
に
、
尾
崎
投
手
の

粘
り
強
い
投
球
、
二
回
に
は
柴
田

選
手
、
松
原
選
手
の
連
打
で
ス
タ

ジ
ア
ム
を
盛
り
上
げ
、
こ
れ
以
上

に
な
い
経
験
で
す
よ
ね
。
あ
と
は

勝
つ
の
み
。

私
事
で
す
が
、
諸
先
輩
方
が
甲

子
園
に
て
、
「
全
力
疾
走
」
で
躍

動
す
る
姿
に
憧
れ
、
大
阪
出
身
で

あ
り
な
が
ら
、
「
土
佐
高
野
球
部
」

へ
の
入
部
を
決
意
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
観
戦
し
て
い
る
次

の
世
代
の
子
供
達
が
「
憧
れ
る
土

佐
高
野
球
部
」
で
あ
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
き
っ
と

ま
た
、
近
々
、
甲
子
園
出
場
を
決

め
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
に
関

わ
ら
ず
、
多
く
の
皆
様
と
土
佐
高

談
義
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

全
国
で
の

一
勝
を
目
指
し
て

土
佐
高
等
学
校
男
子
テ
ニ
ス
部
監
督

沖

宗
右

三
月
の
第
三
八
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ

ス
大
会
出
場
に
際
し
ま
し
て
は
、
た
く
さ

ん
の
ご
支
援
、
温
か
い
応
援
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
の
五
月
、
新
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト

し
た
時
の
目
標
は
「
選
抜
出
場
」
で
し
た
。

予
選
は
シ
ン
グ
ル
ス
３
、
ダ
ブ
ル
ス
２
の

計
５
本
で
行
わ
れ
る
団
体
戦
。
生
徒
た
ち

は
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
し
、
十

月
の
県
予
選
で
は
高
知
高
校
と
の
激
闘
を

制
し
優
勝
し
ま
し
た
。
四
国
選
抜
枠
は
三

校
の
み
。
四
国
予
選
初
戦
の
松
山
北
高
校

（
愛
媛
二
位
）
に
は
４
―
１
で
勝
利
し
ま

し
た
が
、
準
決
勝
で
は
松
北
高
校
（
香
川

１
位
）
に
０
―
３
で
敗
退
。
次
の
順
位
決

定
戦
で
は
英
明
高
校
（
香
川
二
位
）
に
３

―
２
で
勝
ち
、
三
位
決
定
戦
ま
で
漕
ぎ
つ

け
ま
し
た
。
相
手
は
何
度
も
練
習
試
合
を

し
て
い
る
愛
媛
一
位
の
新
田
高
校
。
結
果

は
、
シ
ン
グ
ル
ス
１
の
高
二
中
岡
祐
太
の

勝
利
の
み
１
―
３
で
敗
退
で
し
た
が
、
選

手
た
ち
は
、
四
国
大
会
で
二
回
勝
て
た
こ

と
に
練
習
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
自
力
で
の
出
場
は
決
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
二
月
の
選
考
委
員
会
で
第

１
回
大
会
以
来
と
な
る
三
七
年
ぶ
り
の
出

場
が
決
定
、
全
国
で
の
「
土
佐
」
の
評
価

の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
主
将
の
白
石
廉
太
郎
が
選

手
宣
誓
を
立
派
に
務
め
、
大
変
良
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
全
国
で

の
一
勝
」
を
臨
み
ま
し
た
が
、
初
戦
で
鹿

児
島
の
鳳
凰
高
校
に
０
―
５
で
敗
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
振
り
絞
り

戦
っ
た
こ
と
、
応
援
の
部
員
た
ち
も
含
め
、

全
国
の
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
必
ず
次
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

生
徒
た
ち
と
「
全
国
で
の
一
勝
」
を
目

標
に
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三
七
年
目
の
バ
ト
ン

澤
田

和
英
（
五
三
回
）

野
球
部
に
続
き
、
テ
ニ
ス
部
も
選
抜
大

会
出
場
が
決
ま
っ
た
と
聞
き
、
こ
じ
ゃ
ん

と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
三
七
年
ぶ
り
？

俺
ら
以
来
か
？
と
少
々
驚
き
ま
し
た
が
。

五
三
回
生
の
我
々
は
強
い
先
輩
た
ち
の
背

中
を
追
い
、
六
人
が
高
三
の
夏
ま
で
部
活

を
続
け
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
高
知
高
を

破
り
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
四
国
大
会
で

も
初
優
勝
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
選
抜

は
西
日
本
だ
け
の
大
会
で
、
第
一
回
と
数

え
ら
れ
る
の
は
面
映
い
感
じ
で
す
。
久
山

ロ
イ
ヤ
ル
Ｔ
Ｃ
（
福
岡
）
が
会
場
で
し
た
。

四
月
に
帰
高
し
て
高
見
の
コ
ー
ト
を
訪

ね
ま
し
た
。
沖
監
督
・
中
岡
君
は
遠
征
中

で
し
た
が
、
白
石
主
将
は
じ
め
選
手
た
ち

に
会
っ
て
、
県
体
に
向
け
た
激
励
が
で
き

ま
し
た
。
何
だ
か
古
い
バ
ト
ン
を
渡
せ
た

気
が
し
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
全
国
の
レ

ベ
ル
を
体
感
し
た
選
手
た
ち
が
、
ど
ん
ど

ん
成
長
し
て
、
文
武
両
道
を
極
め
て
く
れ

る
と
確
信
し
ま
し
た
。



穏

や

か

な

陽

射

し

の

一

月

九

日

正
午
、
い
つ
も
の
新
日
鐵
住
金
代
々

木

倶

楽

部

で

の

新

年

会

に

、

一

年

前

と

同

じ

約

七

〇

名

が

参

加

し

、

幹
事
の
前
田
憲
一
さ
ん
（
三
七
回
）

中

島

宏

さ

ん

（

三

八

回

）

両

氏

に

よ

る

名

司

会

に

乗

っ

て

三

時

間

余

の
新
春
の
集
い
を
楽
し
ん
だ
。

◆
集
ふ
同
袍
意
気
強
し
！

先

ず

浅

井

伴

泰

筆

山

会

々

長

（

三

十

回

）

よ

り

会

長

と

し

て

初

め

て

の

ご

挨

拶

、

国

内

外

の

状

況

は

波

乱

含

み

の

年

明

け

で

は

あ

る

が

明

る

い

話

題

が

あ

る

、

選

抜

に

出

ら

れ

る

可

能

性

が

、

去

年

の

秋

頃

か

ら

の

新

し

い

消

費

税

率

位

か

ら
、
今
や
内
閣
支
持
率
並
に
上
が
っ

て

き

た

の

で

一

月

二

九

日

の

出

場

校

の

発

表

に

期

待

し

よ

う

と

述

べ

ら

れ

、

会

場

に

三

年

前

の

興

奮

が

蘇

っ

て

き

た

。

次

い

で

森

郁

夫

同

窓

会

関

東

支

部

長

（

四

一

回

）

の

挨

拶

、

こ

の

会

は

三

七

回

と

三

八

回

に

乗

っ

取

ら

れ

そ

う

（

註

・

三

七

回

は

十

四

名

、

三

八

回

は

九

名

で

合

計

二

三

名

。

全

体

の

三

分

の

一

近

く

に

な

る

）

他

の

学

年

の

参

加

増

が

望

ま

れ

る

一

方

で

女

性

の

参

加

が

増

え

て

き

た

の

は

喜

ば

し

い

（

註

・

十

五

名

）

と

述

べ

た

後

乾

杯

の

音

頭

を

取

り

、

宴

が

華

や

か
に
開
幕
し
た
。

暫

し

歓

談

の

後

、

各

種

活

動

の

紹

介

タ

イ

ム

。

例

年

の

活

動

報

告

に

加

え

て

沢

村

武

彰

さ

ん

（

三

八

回

）

が

昨

年

発

足

し

た

写

真

同

好

会

「

土

佐

高

写

楽

塾

」

の

活

動

報

告

を

、

更

に

吉

野

保

徳

さ

ん

（

三

一

回

）

が

昨

年

三

一

回

有

志

に

よ

り

結

成

さ

れ

た

「

桂

浜

水

族

館

応

援

団

」

を

よ

さ

こ

い

節

の

熱

唱

も

交

え

て

紹

介

し

賛

助

を

募

っ

た

。

因

み

に

、

現

水

族

館

々

長

は

永

国

雅

彦

さ

ん

（

三

一

回

）

の

由

。

桂

浜

へ

行

っ

た

ら

水

族

館

へ

も

行

こ

う
！続

く

飛

び

入

り

参

加

型

の

自

由

ス

ピ

ー

チ

の

時

間

で

は

北

村

總

一

郎

さ

ん

（

二

九

回

、

劇

団

昴

）

の

公

演

を

濱

田

知

佐

さ

ん

（

五

六

回
、

ご

存

じ

シ

ニ

ア

・

ソ

ム

リ

エ

）

が

紹

介

し

た

り

、

野

球

部

Ｏ

Ｂ

の

萩

野

友

康

さ

ん

（

四

四

回

・

高

二

の

時

に

エ

ー

ス

の

四

番

で

甲

子

園

出

場

、

高

校

・

大

学

・

社

会

人

の

全

て

で

全

日

本

メ

ン

バ
ー
に
選
ば
れ
た
剛
の
者
）

が

甲

子

園

行

き

を

確

信

し

て

早

速

カ

ン

パ

を

呼

び

か

け

た

り

、

更

に

は

岩

井

千

尋

さ

ん

（

四

二

回

、

青

山

学

院

の

教

授

に

し

て

プ

ロ

並

み

の

ト

ラ

ン

ぺ

ッ

タ

ー

）

吹

奏

の

流

麗

た

る

ホ

ー

ギ

ー

・

カ

ー

マ

イ

ケ

ル

作

曲

の

「

ス

タ

ー

ダ

ス

ト
」

が

一

堂

に

響

き

渡

り

、

宴

は

い

や

が

上

に
も
盛
り
上
が
っ
た
。

最

終

章

は

濱

崎

洸

一

さ

ん

（

三

二

回

）

に

よ

る

中

締

め

と

、

沢

村

カ

メ

ラ

マ

ン

（

三

八

回

）

に

よ

る

全

員

及

び

学

年

別

の

記

念

写

真

撮

影

の

後

校

歌

の

斉

唱

、

皆

で

肩

を

組
み
、
高
田
谷
洋
さ
ん
（
三
八
回
）

や

彼

を

伴

う

美

声

の

吉

本

恵

子

さ

ん

（

三

七

回

）

と

池

田

勲

夫

さ

ん

（

三

八

回

）

の

リ

ー

ド

で

甲

子

園

の

リ

ハ

ー

サ

ル

を

し

て

締

め

括

っ

た
。今

回

は

土

佐

高

の

女

子

学

生

第

一
号
の
青
嶋
武
子
さ
ん
（
二
八
回
）

が

娘

さ

ん

と

一

緒

に

初

参

加

、

大

先

輩

方

の

参

加

が

増

え

る

こ

と

は

喜

ば

し

い

限

り

で

あ

る

。

他

方

、

若

い

卒

業

生

の

数

も

徐

々

に

増

え

て

き

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

流

石

は

土

佐

高

の

Ｏ

Ｂ

・

Ｏ

Ｇ

正

に

多

士

済

々

の

活

躍

ぶ

り

に

心

地

よ

い

刺

激

を

貰

い

大

い

に

意

気

が

強

く

な

っ

た

と

感

じ

た

。

早

く

も

来

年

の
会
が
楽
し
み
で
あ
る
。

( 12 )

筆
山
会
馬
田

宏
（
三
七
回
）
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俗
に
江
戸
の
娯
楽
は
男
は
遊
郭
、
女
は

芝
居
見
物
、
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
寛

永
期
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
の
初
代

猿
若
勘
三
郎
に
端
を
発
す
る
歌
舞
伎
芝
居

は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
盛
ん
に
な
り
、

江
戸
文
化
の
爛
熟
と
と
も
に
文
化
文
政
期

に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
そ
の
後
、
天
保
の

改
革
に
よ
り
浅
草
猿
若
町
に
移
さ
れ
、
幕

末
か
ら
明
治
へ
と
続
い
た
。
幕
末
の
三
十

年
間
は
公
許
の
芝
居
小
屋
の
あ
る
場
所
は

猿
若
町
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
中

村
座
、
市
村
座
、
森
田
座
（
河
原
崎
座
）

の
江
戸
三
座
（
猿
若
三
座
）
が
そ
れ
で
あ

る
（
猿
若
町
に
は
他
に
人
形
芝
居
の
結
城

座
と
薩
摩
座
が
あ
っ
た
）
。
天
保
十
二
年

（
一
八
四
二
）
以
前
は
、
中
村
座
は
堺
町

（
日
本
橋
）
、
市
村
座
は
す
ぐ
近
く
の
葺

屋
町
、
河
原
崎
座
（
森
田
座
）
は
木
挽
町

（
銀
座
）
に
あ
っ
た
が
、
水
野
忠
邦
の
天

保
の
改
革
で
、
町
人
の
贅
沢
禁
止
、
風
紀

取
締
り
の
一
環
と
し
て
、
江
戸
三
座
は
浅

草
の
奥
山
（
浅
草
寺
の
裏
手
一
帯
）
の
方

面
で
あ
る
猿
若
町
に
移
転
さ
せ
ら
れ
、
こ

こ
以
外
で
の
常
設
の
芝
居
小
屋
は
禁
止
さ

れ
た
。
天
保
の
改
革
は
、
庶
民
の
あ
ら
ゆ

る
娯
楽
に
掣
肘
を
加
え
、
特
に
歌
舞
伎
に

対
し
て
は
、
希
代
の
名
優
と
言
わ
れ
た
七

世
市
川
團
十
郎
を
奢
侈
を
理
由
に
江
戸
所

払
い
に
し
た
り
、
役
者
の
交
際
範
囲
や
外

出
時
の
服
装
ま
で
限
定
す
る
な
ど
、
弾
圧

に
近
い
統
制
を
行
っ
た
。

江
戸
日
本
橋
と
い
う
都
会
か
ら
浅
草
田

圃
の
近
く
に
移
転
さ
せ
ら
れ
た
芝
居
小
屋

は
、
当
初
は
人
出
も
少
な
く
寂
び
れ
て
い

た
が
、
水
野
忠
邦
が
失
脚
し
て
天
保
の
改

革
が
頓
挫
す
る
と
、
芝
居
好
き
の
江
戸
人

の
足
が
段
々
に
浅
草
に
向
き
始
め
、
天
保

の
改
革
後
の
世
相
の
退
廃
も
相
ま
っ
て
、

再
び
庶
民
の
娯
楽
の
王
者
と
し
て
繁
栄
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
浅
草
寺
参
詣
を
兼
ね

た
芝
居
見
物
客
が
連
日
こ
の
地
に
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
り
、
幕
末
の
猿
若
町
は
、
こ

の
地
か
ら
西
北
方
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る

新
吉
原
と
斜
め
に
呼
応
し
て
華
や
か
な
鳴

物
気
分
を
漂
わ
し
て
い
た
。

猿
若
町
時
代
の
歌
舞
伎
役
者
と

狂
言
作
者

猿
若
町
時
代
の
主
な
役
者
と
し
て
は
、

四
世
市
川
小
團
次
、
八
世
市
川
團
十
郎
、

三
世
澤
村
田
之
助
、
十
三
世
市
村
羽
左
衛

門
（
後
の
五
世
尾
上
菊
五
郎
）
等
が
い
た
。

天
保
以
後
は
世
の
退
廃
と
と
も
に
歌
舞
伎

演
目
も
白
波
物
の
よ
う
な
生
世
話
物
が
多

く
な
っ
た
。
狂
言
作
者
と
し
て
猿
若
町
時

代
に
最
も
活
躍
し
た
二
世
河
竹
新
七
（
河

竹
黙
阿
弥
）
と
組
ん
で
、
「
三
人
吉
左
」

や
「
村
井
長
庵
」
の
人
気
狂
言
を
や
っ
た

四
世
市
川
小
團
次
が
も
っ
と
も
代
表
的
な

役
者
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
黙
阿
弥
の

「
弁
天
小
僧
」
は
五
世
尾
上
菊
五
郎
が
初

役
だ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
狂
言
作
者
は
他

に
「
切
ら
れ
与
三
」
や
「
佐
倉
義
民
伝
」

を
書
い
た
三
世
瀬
川
如
皐
も
い
た
。
「
切

ら
れ
与
三
」
は
八
世
市
川
團
十
郎
が
初
役

だ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
芝
居
小
屋

幕
末
に
楽
屋
ト
ン
ビ
だ
っ
た
老
人
が
大

正
時
代
に
新
聞
記
者
に
語
り
残
し
た
話
が

あ
る
。
猿
若
町
の
芝
居
と
い
っ
て
も
、
見

世
物
小
屋
同
然
の
粗
普
請
で
、
屋
根
こ
そ

あ
る
が
天
井
は
荒
縄
で
縛
っ
た
葦
簀
張
り

で
あ
っ
た
。
昼
で
も
暗
い
の
で
舞
台
は
蝋

燭
を
つ
け
、
役
者
の
登
場
に
は
釣
り
竿
の

よ
う
な
面
明
り
を
ふ
り
た
て
て
役
者
の
顔

を
照
ら
し
た
。
小
道
具
一
切
、
実
物
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
箪
笥
で
も
長
持
で
も
、

全
て
張
り
子
で
あ
っ
た
。
今
（
大
正
）
の

歌
舞
伎
座
な
ど
は
電
気
ば
か
り
明
る
く
し

て
ち
っ
と
も
余
韻
が
あ
り
ゃ
し
な
い
。
役

者
の
声
色
が
、
役
者
の
口
か
ら
出
て
一
二

尺
で
闇
に
消
え
る
を
も
っ
て
、
大
い
に
余

韻
に
富
ん
で
い
た
。
と
語
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
芝
居
見
物

江
戸
の
芝
居
見
物
は
大
層
な
も
の
だ
。

芝
居
興
行
は
夜
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、

朝
の
蓋
明
け
が
む
や
み

に
早
く
、
見
物
の
大
部
分
は
、
前
の
晩
か

ら
芝
居
茶
屋
に
泊
ま
り
込
ん
だ
。

幕
末
に
あ
る
旗
本
の
奥
方
が
猿
若
町
の

芝
居
を
見
に
行
っ
た
話
が
残
っ
て
い
る
が
、

武
家
屋
敷
の
多
い
番
町
を
午
前
三
時
か
四

時
に
出
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
浅
草
猿
若

町
に
行
き
、
ま
ず
は
芝
居
茶
屋
に
入
り
、

朝
飯
を
済
ま
せ
て
か
ら
芝
居
小
屋
に
入
る
。

夕
方
、
芝
居
が
打
ち
出
し
て
か
ら
ま
た
茶

屋
に
て
休
み
、
提
灯
を
持
っ
た
若
い
衆
に

雷
門
ま
で
送
ら
れ
、
広
小
路
か
ら
下
谷
、

神
田
と
過
ぎ
て
番
町
へ
帰
る
と
午
前
二
時

頃
、
草
木
も
眠
る
丑
満
時
の
頃
に
な
る
の

だ
か
ら
、
奥
方
は
疲
れ
果
て
た
。
「
前
日

は
芝
居
見
物
の
支
度
、
翌
日
は
疲
れ
て
何

も
出
来
ぬ
。
三
日
が
か
り
の
芝
居
見
物

だ
」
と
語
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

猿
若
町
芝
居
町
の
終
焉

明
治
五
年
（
一
八
七
三
）
に
な
る
と

森
田
座
が
新
富
町
に
移
り
、
他
の
二
座

も
明
治
二
十
五
年
ま
で
に
鳥
越
町
、
下

谷
二
長
町
へ
と
移
っ
て
、
猿
若
町
は
芝

居
町
と
し
て
の
役
目
を
終
え
て
し
ま
っ

た
。
猿
若
町
の
全
盛
時
代
は
幕
末
の
わ

ず
か
三
十
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

歌
舞
伎
芝
居
そ
の
も
の
は
こ
れ
以
後
も

大
い
に
盛
況
と
な
っ
て
ゆ
く
。

（
四
一
回

西
岡
恒
憲
）

江
戸
百
景
（
九
）

猿
若
町
芝
居

（上）江戸切絵図＜尾張屋清七版（嘉永頃-1850
頃）＞幕府は、浅草寺の東北方にあった丹波園
部藩小出家の下屋敷を収公し、約一万坪の敷地
に江戸三座を移転させた。この地は初代猿若勘
三郎にちなんで猿若町と名付けられた。

（上）歌川廣重「東都名所」より「芝居町繁栄之図」
(天保末年-1844頃)。猿若町の通りを南から描い
ている。左側、木戸の上に櫓が上がっているの
が芝居小屋で、手前から中村座、市村座、森田
座（河原崎座）の三座が並ぶ。

（上）上図と同じ場所を同じ方向から筆者が撮影
（浅草六丁目付近）。今は小さなビル群の谷間に
なっている。芝居小道具を作る会社の看板が出
ているビルがあるのが、わずかにかつての芝居
町の面影をとどめている。

（上）歌川廣重「名所江戸百景」
より「猿わか町よるの景」（安政
四年頃-1857年頃）。前掲図より
十年以上後の猿若町を、前図
と逆方向の北から描いている。
夜の猿若町だから、芝居が打
ち出した後、芝居茶屋の若い
衆に送られて三々五々と家路
につく人々だろうか。
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二
九
回
生
・
北
村
総
一
朗
さ
ん
の

東
京
公
演
「
街
と
飛
行
船
」

二
〇
一
六
年
一
月
九
日
（
土
）

東
京
芸
術
劇
場
シ
ア
タ
ー
ウ
ェ
ス
ト

北
村
総
一
朗
先
輩
（
二
九
回
生
）
出
演
の
舞
台

「
街
と
飛
行
船
」
を
、
先
輩
・
後
輩
総
勢
十
名
近
く

で
観
劇
し
て
き
ま
し
た
。

北
村
先
輩
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
踊
る
大
捜
査
線
」
の
署
長
役
で
世
に
名

を
馳
せ
た
俳
優
さ
ん
で
す
。
御
年
八
十
歳
。
実
は
、

今
回
は
、
十
年
ぶ
り
の
舞
台
出
演
。
三
年
前
に
前
立

腺
が
ん
の
た
め
舞
台
を
降
板
し
て
以
来
の
、
復
帰
舞

台
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
実
に
奥
深
く
、
船
も
汽
車
も
飛
行

機
も
来
な
い
隔
絶
さ
れ
た
街
に
、
突
然
飛
行
船
が
現

れ
、
街
の
人
々
は
不
安
を
抱
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

く
。
核
弾
頭
に
も
見
え
る
飛
行
船
は
何
を
意
味
す
る

の
か
…
。
北
村
先
輩
は
、
飛
行
船
に
立
ち
向
か
う
市

長
の
役
で
し
た
。

魅
力
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
、
何
よ
り
も
、
北

村
先
輩
の
味
の
あ
る
演
技
と
、
存
在
感
に
、
目
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。

土
佐
の
先
輩
が
、
こ
の
よ
う
な
分
野
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
い
ま
す
し
、
今

後
も
先
輩
の
舞
台
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

宮
崎
晶
子
（
六
七
回
）

『
読
み
の
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス

～
深
層
読
み
で
名
作
に
迫
る
」

（
南
の
風
社
）

高
知
で
は
母
校
の
国
語
教
諭
、
広
井
護
先

生
（
四
八
回
）
の
著
書
が
一
月
の
発
売
以
来

じ
わ
じ
わ
人
気
を
広
げ
、
好
調
な
売
れ
行
き

を
続
け
て
い
る
。

「
国
語
と
い
う
教
科
、
特
に
現
代
文
の
読
解

を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
整
理
す
れ
ば
合
理
的

理
解
に
た
ど
り
つ
け
る
か
と
い
う
筋
道
を
、

私
の
経
験
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
紹
介
し
て
い
き

た
い
」
の
が
執
筆
の
動
機
。

文
章
に
隠
さ
れ
た
真
実
に
近
づ
き
、
答
え

を
追
求
。
「
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
」
で

「
読
み
」
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
必

至
の
一
冊
だ
。

Ａ
５
判
二
五
二
ペ
ー
ジ
、
一
七
二
八
円

（
税
込
）
。
取
り
扱
い
は
南
の
風
社
の
ネ
ッ

ト
通
販
と
金
高
堂
書
店
の
み
。

広
井
先
生
の
こ
と

獨
協
中
学
・
高
等
学
校

国
語
科
教
師

坂
東
広
明
（
六
十
回
）

「
ス
ル
ッ
ど
い
！
」

広
井
先
生
と
い
っ
て
す
ぐ
頭
に
浮
か
ん
で
く

る
の
は
、
こ
の
言
葉
で
あ
る
。
先
生
は
授
業
中
、

よ
く
質
問
を
さ
れ
た
。
そ
の
質
問
に
良
い
答
え

を
す
る
と
、
「
ス
ル
ッ
ど
い
！
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
だ
。
こ
の
一
言
を
も
ら
う
た
め
に
、

僕
た
ち
生
徒
は
競
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
よ

く
発
言
し
た
も
の
だ
っ
た
。

僕
た
ち
六
十
回
生
と
先
生
は
、
確
か
同
じ
年

に
「
入
学
」
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
記
憶

し
て
い
る
。
そ
し
て
中
学
一
年
、
二
年
と
授
業

を
受
け
持
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
本
の
中
で
先

生
が
お
書
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
け
ば
、

先
生
が
国
語
教
師
と
し
て
何
を
教
え
た
ら
良
い

か
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
時
期
に
当
た
る
。
し

か
し
、
そ
の
雑
談
だ
ら
け
の
破
天
荒
な
授
業
が
、

僕
た
ち
に
は
た
ま
ら
な
い
時
間
だ
っ
た
。
何
が

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
が
、
先
生

の
授
業
に
は
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
先
生
と
の
出

会
い
が
な
け
れ
ば
、
僕
が
中
学
・
高
校
の
国
語

教
師
を
目
指
す
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

国
語
の
教
員
志
望
と
い
う
事
も
あ
り
、
卒
業

後
も
何
度
か
先
生
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
と
き
先
生
か
ら
「
国
語
の
科
学
的
授
業
を
研

究
、
実
践
し
て
い
る
」
と
い
う
話
を
伺
い
、

「
あ
あ
、
先
生
も
普
通
の
授
業
を
す
る
普
通
の

先
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
…
」
と
一
抹
の

寂
し
さ
を
感
じ
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
こ
の
本

を
読
ん
で
、
そ
の
と
き
の
僕
の
感
想
が
誤
解
に

す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
う
れ
し

か
っ
た
。
先
生
は
相
変
わ
ら
ず
ス
リ
ル
と
サ
ス

ペ
ン
ス
に
満
ち
た
授
業
で
生
徒
を
ワ
ク
ワ
ク
さ

せ
て
く
れ
る
、
特
別
な
先
生
だ
っ
た
。

「
ス
ル
ッ
ど
い
！
」

久
し
ぶ
り
に
ま
た
先
生
の
授
業
を
受
け
て
み

た
い
と
、
強
く
思
っ
た
。
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追
憶
・
合
田
佐
和
子
さ
ん

吉
川
順
三
（
三
四
回
）

朝
日
の
連
載
「
軽
蔑
」
の
合
田
佐
和
子
さ
ん
の

挿
絵
に
は
魅
了
さ
れ
た
。
各
回
を
「
目
」
だ
け
で

描
き
通
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
、
鋭
い
感
性
で
の

心
象
表
現
―
―
小
説
よ
り
も
挿
絵
に
惹
か
れ
て
、

回
を
追
う
ご
と
に
土
佐
高
時
代
の
彼
女
を
思
っ
た

も
の
だ
。

高
校
で
は
新
聞
部
で
一
緒
だ
っ
た
。
彼
女
は
当

時
か
ら
異
才
の
部
員
だ
っ
た
。

た
と
え
ば
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
。
も
ち
ろ
ん
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
編
集
な
ど
は
夢
想
も
し
な
い
時
代
だ
っ

た
か
ら
記
事
の
長
さ
、
見
出
し
や
写
真
の
大
き
さ

を
計
算
、
物
差
し
を
使
っ
て
切
貼
り
す
る
な
ど
、

紙
面
の
割
り
付
け
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
彼
女
が
黙
想
の
あ
と
目
を
開
い
て
筆

を
持
つ
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
細
密
な
絵
コ
ン
テ
が

現
れ
、
微
調
整
す
る
だ
け
で
紙
面
が
出
来
上
が
っ

た
。
彼
女
の
才
能
に
助
け
ら
れ
て
、
ず
い
ぶ
ん
楽

を
し
た
が
、
彼
女
は
い
つ
も
ク
ー
ル
な
目
で
笑
っ

て
い
た
記
憶
が
あ
る
。

新
聞
の
発
行
は
年
間
で
も
せ
い
ぜ
い
三
回
。
編

集
に
追
わ
れ
る
よ
り
も
部
室
に
集
ま
っ
て
議
論
や

雑
談
を
し
て
過
ご
す

こ
と
が
多
か
っ
た
。

才
気
か
ん

発
、
そ
こ

で
の
彼
女
の
目
は
生

き
生
き
と
輝
い
て
い

た
。
頭
の
回
転
は
速

く
、
切
り
口
は
シ
ャ
ー
プ
だ
っ
た
。
い
さ
さ
か
毒

の
こ
も
っ
た
皮
肉
も
得
意
だ
っ
た
。
私
も
し
ば
し

ば
き
つ
い
毒
舌
の
的
に
な
っ
た
が
、
悪
印
象
は
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
彼
女
が
見
せ
る
明
る
く
輝

く
目
に
ド
ギ
マ
ギ
し
た
も
の
だ
。

清
少
納
言
に
あ
こ
が
れ
、
コ
ク
ト
ー
の
詩
を
論

じ
、
部
室
で
の
雑
談
に
あ
き
た
ら
音
楽
室
で
バ
イ

オ
リ
ン
に
興
じ
て
い
た
彼
女
が
美
大
へ
進
学
し
た

の
に
は
驚
い
た
が
、
紙
面
製
作
で
見
せ
た
精
密
な

デ
ザ
イ
ン
を
思
い
、
す
こ
し
納
得
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
彼
女
に
会
っ
た
の
は
わ
ず
か
二

回
だ
け
だ
っ
た
。

一
回
目
は
高
松
駅
を
出
発
す
る
列
車
で
二
人
の

幼
女
を
連
れ
て
座
席
を
探
す
彼
女
と
偶
然
出
く
わ

し
た
。
幼
女
の
面
倒
を
見
る
彼
女
は
優
し
い
母
の

目
だ
っ
た
。
ま
た
短
い
会
話
で
エ
ジ
プ
ト
や

舞
台
美
術
を
語
っ
た
が
、
彼
女
の
目
は
あ
の

新
聞
部
時
代
と
同
じ
だ
っ
た
。

次
は
毎
年
東
京
で
開
く
三
四
回
生
の
集
い
。

古
希
を
迎
え
、
は
じ
め
て
の
出
席
だ
と
い
う

彼
女
も
静
か
に
座
っ
て
い
た
。
彼
女
の
目
は

な
ぜ
か
終
始
、
み
ん
な
か
ら
距
離
を
お
い
て

遠
く
を
眺
め
て
い
た
。
厳
し
い
世
界
で
妥
協

を
許
さ
ず
独
特
の
作
品
を
生
み
出
し
続
け
た

彼
女
に
は
、
他
愛
な
く
和
み
合
う
同
級
生
が

異
星
人
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

散
会
後
に
お
茶
に
誘
お
う
と
し
た
が
彼
女
の
姿
は

消
え
て
い
た
。

そ
し
て
彼
女
は
本
当
に
い
な
く
な
っ
た
。
―
―

合
掌

合
田
佐
和
子
さ
ん
（
三
四
回
）
を
悼
ん
で

寺
山
修
司
や
唐
十
郎
の
舞
台
美
術
や
ポ
ス
タ
ー
を
手
が
け

た
合
田
佐
和
子
さ
ん
（
七
五
歳
）
が
二
月
十
九
日
、
鎌
倉
市

に
て
心
不
全
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

朝
日
新
聞
で
連
載
さ
れ
た
中
上
健
次
の
小
説
「
軽
蔑
」

（
一
九
九
一
年
）
で
毎
回
『
目
』
だ
け
の
挿
絵
を
描
き
、
そ

の
幻
想
的
な
作
風
は
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。



鍋島高明（30回）
「相場の世界 昔と今と」
<2016.3 \1,620米穀新聞社>

大橋一章（36回生）
「東大寺 : 美術史研究のあゆ
み」<2016.1 \2,700 里文出版>

岡部直明（40回生）
「ドルへの挑戦 : Ｇゼロ時代
の通貨興亡」
<2016.7 \1,944 日本経済新聞
社>

黒鉄ヒロシ（41回生）
「刀譚剣記」
<2015.12 \1,512 PHP研究所>

高山宏（42回生）
「道化と笏杖(翻訳)」
<2016. 1 \6,912 白水社>

矢野龍彦（46回生）
「すごい!ナンバ歩き: 「大股
で、腕を振って、元気よく」は
おやめなさい!」
<2016.5 \1,404 河出書房新社>

村木厚子（49回生）
「女性官僚という生き方」
<2015.12 \1,944 岩波書店>

門脇護（53回生）
（ペンネーム 門田隆将）
「 あ の 一 瞬
ア ス リ ー ト が
奇 跡 を 起 こ す
「時」」
<2016.3 \950
KADOKAWA>

英保未来（54回生）
（ペンネーム 大森望 ）
「50代からのアイドル入門」
<2016.2 \1,620 本の雑誌社>

川村昌嗣（54回生）
「医師がすすめる48歳からの腹
凹（はらぺこ）ウォーキングダ
イエット」
<2015.11 \1,188 毎日新聞出版>

森岡浩（55回生）
「知っておきたい家紋と名字」
<2016.5 \950 宝島社>

廣瀬裕子（60回生）
（ペンネーム 高遠裕子）
「スタンフォード大学 夢をか
なえる集中講義(翻訳)」
<2016.1 \1,620 CCCメディアハ
ウス>
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私
の
一
冊

『
穴
の
本
』

高
山
宏
（
四
二
回
生
）

2016.4 \1,728
亜紀書房

絵
本
は
さ
な
が
ら
ア
ー
ト
作
品
だ
と
思
う
。
絵
と
言
葉

が
紡
ぐ
世
界
観
。
な
か
な
か
に
奥
が
深
い
。

本
書
は
、
子
ど
も
た
ち
に
は
少
々
刺
激
が
強
そ
う
だ
が
。

書
か
れ
た
の
は
一
九
〇
八
年
。
世
界
が
不
穏
な
時
代
へ
と

突
き
進
ん
で
い
る
時
代
。

男
の
子
が
偶
然
に
も
放
っ
た
一
発
の
銃
弾
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
々
の
生
活
に
穴
を
開
け
て
い
く
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
翻
訳
の
文
体
が
、
本
書
の
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー

モ
ア
を
さ
ら
に
引
き
立
て
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
に
空
い

た
穴
の
し
か
け
は
、
現
代
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト

に
通
じ
る
。

忙
し
い
日
々
に
、
本
書
で
手
軽
に
ア
ー
ト
に
触
れ
て
み

て
は
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
感
じ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。

六
七
回
生

竹
村
佳
奈


